
為替週間展望＝ドル円は上昇基調で推移か

　　　　　　　　　　［１１月１８日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    11 月 11 日～ 11 月 15 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  152.67   156.75(15)    152.64(11)    156.20   +3.56

ユーロ・ドル  1.0719   1.0728(11)    1.0497(14)    1.0548   -0.0170

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    38,642.91     -857.46     日本10年債利回り   1.075   +0.066

ダウ平均株価    43,750.86     -238.13     米10年債利回り     4.435   +0.131

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１８日　ＮＺ第３四半期生産者物価指数

　　　　日本９月機械受注

　　　　英１１月ライトムーブ住宅価格

　　　　ユーロ圏９月貿易収支

　　　　米９月対米証券投資

　　　　２０カ国・地域（Ｇ２０）首脳会議（１９日まで）

１９日　ユーロ圏１０月消費者物価指数確報値、ユーロ圏９月経常収支

　　　　米１０月住宅着工・許可件数

　　　　カナダ１０月消費者物価指数

２０日　日本１０月貿易収支

　　　　中国最優遇貸出金利（ローンプライムレート　１年　５年）

　　　　独１０月生産者物価指数

　　　　英１０月消費者物価指数、英１０月生産者物価指数、英１０月小売物価指数

　　　　米半導体大手エヌビディアの決算発表

２１日　植田日銀総裁講演（パリ・ユーロプラス・ファイナンシャル・フォーラム）

　　　　カナダ１０月鉱工業製品価格

　　　　米１１月フィラデルフィア連銀景況指数、米新規失業保険申請件数

　　　　米１０月景気先行指数、米１０月中古住宅販売件数

２２日　日本１０月消費者物価指数

　　　　英１０月小売売上高

　　　　独第３四半期ＧＤＰ確報値

　　　　独１０月製造業ＰＭＩ速報値、独１０月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏１０月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏１０月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　英１０月製造業ＰＭＩ速報値、英１０月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　カナダ９月小売売上高

　　　　米１０月製造業ＰＭＩ速報値、米１０月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　米１１月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米国の経済指標は堅調で、最高値圏にある米国株も底堅い動きが継

続することとなりそうだ。トランプ新政権への期待感もあり、ドルは堅調な動きを見せ

る展開が見込まれる。こうした中、ドル円は緩やかに上値を追う動きになるとした。

　　　　

【トランプトレードでドルは堅調な推移】

　１２日にはトランプ次期大統領が米国務長官にマルコ・ルビオ上院議員を指名する見

通しと報じられた。ルビオ氏はイランや中国に対する強硬姿勢で知られている。また、

トランプ氏は対中強硬派のマイケル・ウォルツ下院議員に国家安全保障担当補佐官の就

任を打診したとも報じられている。
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　トランプ次期大統領が主要閣僚ポストに対中強硬派を起用すると報じられたことで、

米中対立への警戒感が広がっている。対中関税の大幅な引き上げなどが警戒されてお

り、上海株や香港株の下げにつながっている。

　　

　米大統領と上下両院を共和党が支配する「トリプルレッド」が確実となったことで、

トランプ次期大統領が減税や関税の引き上げなどの政策を実現しやすくなるとの見方が

広がっている。こうした動きを受けて、米インフレ加速が警戒されて、米１０年債利回

りは１４日に４．４８％台まで上昇している。ドル高の動きも進んで、ドル円は１５６

円台に乗せている。

　　

　ＮＹダウ、ナスダック、Ｓ＆Ｐ５００の主要３指数が最高値圏で推移している。トラ

ンプトレードが続くとみられ、ドル高、米株高、米長期金利高となっている。やや過熱

感も台頭しつつあり、この流れがどの程度続くかが注目される。

　　

【パウエルＦＲＢ議長が利下げを急がないと発言】

　１３日に発表された１０月の米消費者物価指数は前月比が＋０．２％、前年比が＋

２．６％となった。いずれも市場予想の通りとなったが、前年比は前回の＋２．４％か

ら伸びが加速した。コアの月比は＋０．３％、前年比は＋３．３％となり、市場予想と

一致、前回と同水準だった。予想通りだったことで、ドル円はいったん１５４円台前半

まで下落したものの、その後は１５５円台を回復している。

　　

　１４日の米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長の講演では、「利下げを急

ぐ必要性を示す経済状況ではなく、慎重に決断を下すことができる」と述べた。また、

「政策はより中立的な設定に移行している」とも語った。市場の想定よりもタカ派的と

の見方からドルが買われる動きとなった。ドル円は１５６円台に乗せて、一段高となっ

ている。

　　

　ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチによると、１２月の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）での

０．２５％の利下げ確率は、パウエル議長の発言後に５９％前後となり、米消費者物価

指数（ＣＰＩ）発表後の８３％前後の水準から低下している。据え置きの確率は４１％

前後で、米ＣＰＩ後の１７％前後から上昇している。年内一段の利下げがあるかは今後

の経済指標次第で微妙になってきた。

　　

　米経済指標は堅調なものが多く、景気は底堅い。１２月のＦＯＭＣでは利下げに動く

かどうかは不透明となっている。市場ではトランプ次期政権への期待からドルは堅調に

推移しており、この流れが続いて、ドル円は上昇基調で推移するとみられる。ドル円の

目先の予想レンジは、１５３．００～１６０．００円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、１８日に日本９月機械受注、英１１月ライトム

ーブ住宅価格、米９月対米証券投資、１９日に米１０月住宅着工・許可件数、２０日に

日本１０月貿易収支、２１日に米１１月フィラデルフィア連銀景況指数、米新規失業保

険申請件数、米１０月景気先行指数、米１０月中古住宅販売件数、２２日に日本１０月

消費者物価指数、米１０月製造業ＰＭＩ速報値、米１０月サービス業ＰＭＩ速報値、米

１１月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値などがある。

　　

【ユーロドルは下落基調が継続か】

　トランプトレードでドルは大きく上値を伸ばしており、ドルインデックスは５日の１

０３．３０台から１４日には１０７台まで一時上昇している。ドル買いの影響でユーロ

ドルは大きく値を崩している。６日の１．０９台前半から１４日には一時１．０５ドル

割れまで値を崩している。軟調な流れが継続して、一段と下値を探る展開となりそう

だ。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０３００～１．０７５０ドル。

　　

　ポンドドルもドル高の影響で下げが続いている。６日には１．３０４０台で推移して

いたものの、１２日には２００日移動平均線を割り込み、１４日には１．２６台前半ま

で下落している。長らく維持してきた２００日移動平均線を下抜いてきたことで、調整

局面が継続するとみられる。２０日に英１０月消費者物価指数などの物価指数、２２日

に英１０月小売売上高、英１０月製造業ＰＭＩ速報値、英１０月サービス業ＰＭＩ速報

値などの発表があり、その動向次第では上昇に転じる可能性も出てこよう。ポンドドル



の目先の予想レンジは、１．２４００～１．２８５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１８日にＮＺ第３四半期生産者物価指数、

ユーロ圏９月貿易収支、１９日にユーロ圏１０月消費者物価指数確報値、ユーロ圏９月

経常収支、カナダ１０月消費者物価指数、２０日に中国最優遇貸出金利（ローンプライ

ムレート　１年　５年）、独１０月生産者物価指数、英１０月消費者物価指数、英１０

月生産者物価指数、２２日に英１０月小売売上高、独第３四半期ＧＤＰ確報値、独１０

月製造業ＰＭＩ速報値、独１０月サービス業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏１０月製造業ＰＭ

Ｉ速報値、ユーロ圏１０月サービス業ＰＭＩ速報値、英１０月製造業ＰＭＩ速報値、英

１０月サービス業ＰＭＩ速報値などがある。
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